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昨年度から市役所の壁面で始まったエコ活動、市内に広がるグリーンカーテン運動
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福井豪雨ボランティアをきっかけに始まった６年目の河和田アートキャンプ(８月１日、キャンプイン)
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「第37回さばえやっしきまつり」（８月７日、公園口・寺町商店街）



	Q　市債残高の削減目標に基づき、5年間で40億895万円の財政効果が出たが、市民一人当りの負債残高は８８万9,000円。財政健全化に向け、今後の取り組みは？
A・市長　高金利の償還も終わり、職員の削減(後9人削減予定)はこれ以上できない。公立保育所の民営化は大きな方策であろうと思う。「入りをはかり出を制する」ことが一番、（公共施設で）利用料金、使用料など減免対応が多い、住民の理解を得、見直しを考えていかなければならない。下水道の接続率を上げると共に、下水道使用料金も適宜考えていかなければならない。そのようにして今後の少子高齢社会に対応したい。
Q　｢新しい公共」を進めていこうとする時の財源は　　
A・理事者　事務事業評価を実施し、事業を見直し、翌年の予算に反映させていく。
Q 「市民提案による参加と協働のまちづくり事業」を複数年（3年継続）とするなど事業費枠や基金要項の見直しは？

A・理事者　会計年度の原則上継続事業は難しいが、基金の要項の見直し・改定を今秋考えている。来年の事業に間に合わせたい。
Q　市民主役フォーラムで、講師の福嶋氏（前千葉県我孫子市長）は「『官の公共』は存在しない」と述べられたが、市長の考えは？
A・市長　官の権力が見え隠れしているのは事実。しかし市民主役条例の施行を受けて、市民が主役として誇りを持ち、楽しみを持って、連携して行政を手伝ってほしい。
Q　市民が自治力を高め、連帯するため公民館の機能強化が大事。行政（官）と民（市民）の役割分担と連携は

A・理事者　職員がこれまでも市民の中に入り、地域で一緒に活動して、行政に市民の声を反映しやすい土壌をつくってきている。新しい公共サービスを提供する仕組みを今後検証する努力を払っていく。
Q　市民目線から既得権でなく、主旨が似通った補助事業の統廃合や事業仕分け、予算編成過程の透明化が必要では？ 
A・理事者　今後そのような選別が必要と考えている。整理統合に着手したい。予算編成の過程については現在のところ難しいと認識している。

（2）新エネルギーについて
Q　下水の汚泥は有用な資源であるが、循環型社会のエネルギー源として捉え、ただ処分するという発想を転換する視点が必要。将来に渡った財政効果を見据え、リン鉱石の採取など有効利用の研究・開発に取組んでは？

A・理事者　多額の費用がかかり、採算の面からは難しいが、地球温暖化防止は人類喫緊の課題で、将来世代に有効な循環型社会・低酸素化社会の構築に向け、新エネルギー普及の動機付けからも市が率先して考えることは必要。先進事例も見ながら下水汚泥の有効利用の研究を進めたい。 
Q　市施設の省エネルギー化や環境・産業・経済の好循環の観点からも新エネルギー
の研究が必要ではないか？
A・理事者　省エネ検討委員会が中長期計画書の作成に当るため副市長を中心に動いている。

新エネルギーの研究・利活用についても考えていきたい。


◆主な議員活動・視察研修
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⑦
鯖江市議会議員木村愛子（志鯖同友会）


活動のニュース　第１１号　：発行２０１０・９・２２


　　　　　　　　　　　電話65-1833　ホームページ・愛子ネット　http://aikonet.mitelog.jp/





「安全安心な、ものづくりのまち、子どもたちの将来に、ゆめの広がる鯖江のまちづくり」のために、市民の皆様とともにがんばっています。“生活者の視点”と“現場主義”がモットーです。


７月の臨時議会と９月の定例議会の概要と、木村の一般質問の主な内容をダイジェストでお知らせします。


７月臨時議会


�


　７月２２日臨時議会が開催され、牧野市長から議案の提案理由説明があり、議案第４５号 一般会計補正予算(第２号)が産業建設委員会に付託されました。委員会での審議、本会議での委員長報告を経て、採決し、賛成全員で可決しました。


また各常任委員会、議会運営委員会の委員を選任。木村は産業建設委員会(産業環境部・都市整備部所管)に選ばれ、委員長を拝命しました。


産業建設委員会では「ものづくりのまち」の発展のために地元産業界の不景気の克服や、市民生活が豊かで住み良い社会になるために少子高齢社会の課題解決などが、私の課題です。一生懸命がんばります。


子どもたちの未来にツケを残さないために。


　９月定例議会


８月２６日(木)から９月１７日（金）にかけて定例会が開催され、6億9500万円の一般会計補正予算(一般会計総額234億6,450万円)など8議案を審議。最終日の本会議でいずれも可決しました。陳情があった「人権侵害救済報の成立に反対する意見書の提出について」は、継続審査となりました。


今回の定例会では、「鯖江市認定こども園設置等に関する条例の制定」案が、市民や関係者の大きな関心を呼びました。鯖江市初の「認定こども園」が豊地区で来年春から開園されるとあって、所管の教育民生委員会では市民や関係者の方が傍聴に訪れたほか、本会議の一般質問でも多くの方が傍聴にお見えで、閉会後「議会の様子が良く分かった」と感想を述べられていました。


このほか「鯖江市環境市民条例」の改正案も可決されたことで、空き缶などのポイ捨てに伴う罰則などが明文化されました。





【9月定例議会での木村の一般質問～主な内容】　　


「財政効果」について


（１）市民主役の「新しい公共」と事業の統廃合等について　　　　　裏面に　　　　　　　　　　　　　　　　　　











公立保育所自園給食











鯖江市食育推進計画策定





さばえっこ図書ボランティアリーダー研修(講師・村上信夫氏)





「安全安心な、ものづくりのまち、子ども達の将来に向かって夢のもてる・夢の広がる鯖江のまちづくり」に、生活者の視点で、これからも現場主義で、子ども達のために、鯖江市のためにガンバリます！　


あなたとともに。
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